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１　国際ロータリー　2023-2024年度　ＲＩテーマ

国際ロータリー

2023～2024年度会長

ゴードン Ｒ．マッキナリー

ＲＩテーマ

世界に希望を生み出そう
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２　国際ロータリー　第2760地区　ガバナー方針

国際ロータリー

2023-2024年度ガバナー

酒井法丈

地区方針

	

培おうプライド、育もうブランド、そして未来へ!!
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９−２　会　計
３　会長報告

＜活動方針＞

１　ＲＩテーマと地区方針の実践に努力します

２　ロータリーの活動意義が地域社会に伝わるような活動をしていきます

３　会員の相互理解・フォーラムの充実を推進します

４　退会防止・女性会員の増加に努めます

５　ベンジャシリＲＣとの友好と地区補助金事業を行います

６　松本南ＲＣとの交流をはかります

７　第一回ＲＦＦへの参加しポリオ撲滅に協力します

８　７５周年記念事業の準備をします

＜運営方針＞

　お互いを尊重し、素直に楽しく語り合える例会を創出するように努めます。

＜ 1年を振り返って＞

　豊橋ロータリークラブ第 74 代会長を務めさせていただくという大変貴重な経験をさせていた

だきました。1 年間の運営にあたり、幹事を筆頭とする役員・理事をはじめ会員並びにご家族の

皆様、そして関係各位に心より感謝申し上げます。

　３年前から新型コロナウィルスが蔓延し、緊急事態宣言の発令などによりロータリークラブ

の活動もいろいろ制限されてきました。しかしズームなどを駆使してコロナ禍の中での例会を

続けられてきたことは各年度の皆さんの努力に敬服するばかりです。

　そして、本年度が始まる直前の５月に新型コロナが感染症法上の位置づけが２類から５類に

移行し、私たちの生活もやっとコロナ前の日常を少しずつ取り戻すことができるようになりま

した。

　そして、本年度は例会や色々な活動を何の制限もなく通常通り行えるようになりました。

　本年度も地区方針に基づいて地域社会への活動発信として、表浜の海岸清掃に参加させてい

ただいたり、朝倉川育水フォーラムの事業である朝倉川の樹木の剪定、清掃活動にも参加させ

ていただきました。

　１１月には毎年続けているタイのラックペンディング村への地区補助金事業も遂行してきま

した。その際にはバンコクのベンジャシリロータリークラブと姉妹友好クラブ締結調印の更新

を取り交わし、交流も行ってまいりました。

クラブテーマ

「Tomorrow’s　Hope,Today’s　Harmony ～和をもって貴しとなす「Tomorrow’s　Hope,Today’s　Harmony ～和をもって貴しとなす」」

2023-24年度

豊橋ロータリークラブ

会長　　福井　敬
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　松本南ロータリーとも例年通りにゴルフを通じて交流を図ってまいりましたが、本来であれ

ば避暑地感が満載な松本の地が本当に暑く、松茸も暑すぎて出てこないような天候でしたが、

そんな中でも和気あいあいと交流ができたことは大変意義のあることだったと思います。

　今年からＷＦＦ ( ワールドフード＋ふれ愛フェスタ ) から一新したＲＦＦ（ロータリーフー

ドフェスティバル）にも参加させていただき会員メンバーだけではなくご家族の方とも交流が

できました。また、ＲＦＦを通じてポリオ撲滅の意義をロータリアン以外の方々にも理解して

いただいたと思います。

　米山奨学生であるブレンテグシ・エンフバヤスガラン（通称バイサ）君が大学院に進級する

ことになり、１年間の米山奨学金の延長も行いました。

　２年後の豊橋ロータリークラブ創立７５周年を鑑み、創立７５周年記念特別委員会が発足さ

れ、特別委員長に村井總一郎パストガバナー、実行委員長に佐々木利政会員が就き、創立７５

周年記念事業の準備も開始いたしました。

　ＲＩの世界大会は、シンガポールで開催され、そこに国際奉仕委員長を筆頭に４名で参加し

てきました。私としては初めての世界大会でしたので規模の大きさに大変驚きました。

　また、２年後にガバナーを輩出する蒲郡ロータリークラブの面々にもガバナーナイトでお会

いしましたが、本年度のガバナーナイトの運営を参考に台湾で行われるガバナーナイトの検討

に入っていました。豊橋ロータリークラブは蒲郡ロータリークラブのスポンサークラブであり

ますので最大限に協力していきたいと思います。

　例会運営に関しましては、急激な円安、そして諸物価の値上がりの影響を受け、ホテルの食

事代の値上げ、そして諸経費の高騰などにより、予算を大きく上回る決算結果になったことは

大変申し訳なく思っています。

　クラブ戦略委員会からの提案もあり、会費値上げを理事会で諮り、臨時総会を経て、会費値

上げを承認していただきました。

　私としては、コロナ禍が明けて、ロータリー活動も通常になったので、できるだけ会員同士

の交流が活発になるように心がけてきました。しかしながら、本年度中に清水良彦会員、寺嶋

一彦会員の突然の訃報に接したことは大変残念でなりませんでした。

　最終例会では、会員の皆様が楽しくなるようにという思いで、会員だけの構成でバンドを結

成し、皆さんのなじみの深い曲が演奏できたのは大変楽しかったですし、大変良い思い出にな

りました。

　末筆にはなりますが、いつもお願いや頼み事ばかりしていた事務局の牧野さんと、ＢＧＭに

さりげなく私の好きな曲を弾いてくれた平林さんには本当に感謝の気持ちでいっぱいです。こ

の場を借りて御礼申し上げます。

　本当に何もできない会長でしたが、皆様の暖かいご指導の下で何とか１年間を全うできまし

た。会長職を終えて、今までよりもまた少し豊橋ロータリーのことが好きになりました。本当

にありがとうございました。
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４　地区委員会およびクラブ役員・理事

【国際ロータリー第２７６０地区委員会】

パストガバナー　　　村井總一郎

地区諮問委員会		  委員		 村井總一郎

地区指名委員会		  委員		 村井總一郎

危機管理委員会		  委員		 大塩啓太郎

危機管理委員会		  委員		 髙山　景一

ロータリー財団監査委員会	 副委員長	 佐々木利政

ロータリー奉仕委員会		  副委員長	 佐藤　裕彦

国際奉仕委員会		  委員		 岩瀬　　清

インターアクト委員会		  委員長	 大塩啓太郎

ローターアクト委員会		  委員		 柳原　　茂

学友委員会		  委員		 髙山　景一

学友委員会		  委員		 大塩啓太郎

ロータリー財団委員会		  委員長	 髙山　景一

補助金委員会		  委員		 久保田充三

米山記念奨学委員会		  委員		 浅倉　伸治

ＲＦＦ実行委員会		  副委員長	 佐々木利政

ＲＦＦ実行委員会		  委員		 大塩啓太郎

ＲＦＦ実行委員会		  委員		 髙山　景一

【役員及び理事】

役員・会長	 福井　　敬		  理事・職業奉仕委員長	 河村　　修

役員・副会長	 井川　和英		  理事・社会奉仕委員長	 柳原　　茂

役員・幹事	 伊藤　晴康		  理事・国際奉仕委員長	 井上　泰宏

理事・副幹事	 青木　良浩		  理事・青少年奉仕委員長	 山口　耕平

役員・会計	 浅倉　伸治		  役員・会長エレクト	 紅林　友昭

役員・Ｓ．Ａ．Ａ．	 岩瀬　　清		  役員・直前会長		  池田　　至
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５　2023-24年度クラブ委員会構成

会長 福 井 　 敬 副会長（クラブ奉仕委員長）松 井 和 彦

幹事 伊 藤 晴 康 会長エレクト 紅 林 友 昭

直前会長 池 田 　 至

委員会 委員長 副委員長・補佐 委　　　員

クラブ戦略 福井　敬 伊藤晴康 池田　至 紅林友昭 青木良浩 　

会計 浅倉伸治 兼子直久 　 　 　 　

＜Ｓ .Ａ .Ａ .＞ 岩瀬　清 川村荒治 　 　 　 　

ニコニコ 山本光伸 山本勘司 杉江秀介 青木公貞 宮田正人 鈴木良昌

柳原伸行  縣　政行 佐藤裕彦

クラブ運営 伊藤健一 伊藤恭三 平林邦幸 中村勝彦 前田英範 豊田正博

小笠原貴洋 (長坂正樹 ) 近藤　崇 河合珠美 日野恵里加

村雲　晃 桃井直人 小林敏博 竹内裕二 (副島敏昭 )

　 辰田拓也

　 　 　 　 　

(ソンググループ代表・副代表) 山本光伸 佐藤裕彦 神野紀郎 渡部茂久 宮田正人 権田隆実

松井孝悦 川村荒治 久保田充三 宮本順子

河合珠美

< 会長エレクト > 紅林友昭 　 　 　 　 　

会員増強 西島　豊 小林大悟 松井章悟 髙山景一 　 　

会員選考・分類 瀧﨑裕司 松井孝悦 小田公平 神野紀郎 石黒　功

Ｒ情報・研修 近藤　眞 佐藤裕彦 花田邦司 権田隆実

＜クラブ奉仕＞ 松井和彦 　 　 　 　 　

出席 杉田　洋 中村典司 神谷君和 山田享司 江﨑雅彰 岡村正造

(寺嶋一彦 ) 浦野文博

クラブ会報 野寄誠三 中田昌宏 岡田直樹 久保田充三 (松井大輔 ) (小笠原敏彦)

金子幸義 笠原元樹

親睦活動 井口貴嗣 深見博士 (清水良彦 ) 西田元彦 山口尚志 平林邦幸

植村忠慶 中村勝彦 前田英範 豊田正博 近藤　崇

(長坂正樹 ) 河合珠美 日野恵里加 桃井直人 小林敏博

　 竹内裕二 (副島敏昭 ) 辰田拓也

雑誌 荒島一実 福井一裕 (髙坂彰一 ) 村井總一郎 石川昌義 広中　一

公共イメージ向上 池田勝年 松岡真由美 鈴木邦夫 高橋譲二 神野吾郎 　

＜プログラム＞ 青木良浩 山本貴浩 　 　 　 　

＜職業奉仕＞ 河村　修 浦野文博 黒谷尚弘 長屋孝美 内山典弘 　

＜社会奉仕＞ 柳原　茂 高橋豊彦 松坂良太 三浦裕司 大塩啓太郎

＜国際奉仕＞ 井上泰宏 笠原元樹 福井恒雄 (佐藤脩次 ) 森田通夫 佐々木利政

磯村武司

＜青少年奉仕＞ 山口耕平 IA/RA 委員長 吉見本弘 山口　進 　

インターアクト 長屋麻衣子 中根研一 柴田宏巳 長濱貴彦

ローターアクト 宮本順子 疋田　涼 髙須博久 (後藤欣也 )

＜ロータリー財団＞ 池田　至 渡部茂久 冨田佳央 三木隆治

＜米山奨学＞ 井川和英 (竹内清人 ) 河合勝男 牧野　渉
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７　クラブ行事及び会合報告

１　地区関係

（１）　ガバナー補佐訪問（2023 年 9 月 28 日）

　　　第２回アッセンブリー　　13：40 ～ 15：10

　　　会長挨拶、ガバナー補佐挨拶、各委員長より事業計画の報告

（２）　ガバナー公式訪問（豊橋北ＲＣ合同）例会（2023 年 10 月 24 日）

　　　ホスト　　　　　　豊橋北ＲＣ

　　　会長・幹事懇談会　11：30 ～ 12：10　ホテルアークリッシュ豊橋　グリーンルーム

　　　例会　　　　　　　12：30 ～ 13：30　ホテルアークリッシュ豊橋　ザ・グレイス

２　クラブ関係

（１）　年次総会（2023 年 12 月 7 日）

　　　　次年度理事５名選出、後日理事及び役員の職務分担を決定しました。

　　　　　会　　　　　長（役員）	 紅 林 友 昭

　　　　　副　　会　　長（役員）	 岡 田 直 樹

　　　　　幹　　　　　事（役員）	 青 木 良 浩

　　　　　副　　幹　　事（理事）	 山 本 貴 浩

　　　　　Ｓ.　Ａ .　Ａ .（役員）	 髙 須 博 久

　　　　　会　　　　　計（役員）	 大塩啓太郎

　　　　　職業奉仕担当（理事）	 中 根 研 一

　　　　　社会奉仕担当（理事）	 伊 藤 恭 三

　　　　　国際奉仕担当（理事）	 笠 原 元 樹

　　　　　青少年奉仕担当（理事）	 金 子 幸 義

　　　　　会長エレクト（役員）	 井 川 和 英

　　　　　直 前 会 長（役員）	 福 井 　 敬
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（２）　理　事　会

回 月　日 場　　所 議　　　　　題

予備第１回
2022 年
12 月 1 日

みなと
理事・役員の役職分担について、
新設委員会の設置・理事同格者の承認

予備第２回
2023 年
2 月 16 日

ホテルアークリッシュ豊橋
委員会委員長構成について、概算予算、
年間プログラム、クラブ計画書について他

予備第３回 3月 16 日 ホテルアークリッシュ豊橋
会長方針発表、事業計画について、
年間プログラム、クラブ運営について他

予備第４回 4月 13 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラムについて、委員会委員発表、
委員会構成、クラブ運営、事業計画、
予算について他

予備第５回 5月 18 日 ホテルアークリッシュ豊橋
委員会構成、クラブ運営、事業計画、
プログラムについて、予算について他

予備第６回 6月 8日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラムについて、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第１回 7月 6日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第２回 8月 3日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第３回 9月 7日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

臨時理事会 9月 11 日 持ち回り 10 月 12 日例会内容変更について

定例第４回 10 月 5 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第５回 11 月 2 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第６回 12 月 7 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、年末家族会について、
各委員会事業について他

定例第７回
2024 年
1 月 11 日

ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

臨時理事会 1月 24 日 持ち回り 能登半島地震義捐金に伴う基金取り崩しの件

定例第８回 2月 1日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第９回 3月 7日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、例会運営について、
春の家族会について他

定例第 10 回 4 月 4 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、例会運営について、
各委員会事業について

定例第 11 回 5 月 9 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、例会運営について、
各委員会事業について他

定例第 12 回 6 月 6 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、例会運営について、
各委員会事業について他

臨時理事会 7月 10 日 ゆうしゅん 決算
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（３）　クラブ協議会（クラブアッセンブリー）

回 月　日 場　　所 議　　　　　題

予備第１回
2023 年
3 月 23 日

ホテルアークリッシュ豊橋
ＲＩ、地区、クラブテーマについて、
委員会構成、クラブ計画書作成について他

予備第２回 4月 9日 謝謝
プログラム、クラブ運営について、
各委員会より事業計画発表と今後の予定他

予備第３回 6月 1日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会より事業計画発表と今後の予定他

定例第１回 7月 13 日 ホテルアークリッシュ豊橋
例会運営、プログラムについて、
各委員会より事業計画発表と今後の予定他

定例第２回 8月 29 日 ホテルアークリッシュ豊橋
ガバナー補佐訪問、
各委員会より事業計画発表

定例第３回
2024 年
2 月 8 日

ホテルアークリッシュ豊橋 各委員会より事業報告発表と今後の予定他

定例第４回 6月 6日 ホテルアークリッシュ豊橋 各委員会より事業報告発表

新旧引継 6月 6日 ホテルアークリッシュ豊橋 各委員会より事業報告、引継ぎ
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回 月　日 テ　　ー　　マ リーダー アドバイザー

第 1回
2023 年
7 月 27 日

クラブ奉仕： 新しい時代のクラブ奉仕
松井和彦
 クラブ奉仕委員長

－

第 2回 9月 15 日 社会年奉仕： SDGs/17 のゴールを目指して
柳原　茂
 社会奉仕委員長

髙須博久会員

第 3回
2024 年
1 月 25 日

職業奉仕： アフターコロナの職業奉仕！
河村　修
 職業奉仕副委員長

冨田佳央会員

第 4回 3月 28 日 国際奉仕：
どうなる産業構造・多文化
の必要性

井上泰宏
 国際奉仕委員長

縣　政行会員

第 5回 5月 23 日 青少年奉仕：
多様性が求められる時代の
青少年育成

山口耕平
 青少年奉仕委員長

松坂良太会員

（５）　家庭集会

	 詳細はロータリー情報・研修委員会報告を参照

（６）　会員・家族親睦会　（詳細は親睦活動委員会報告を参照）

	 ○年末家族会	 2023 年 12 月 21 日（木）	 川井郁子さん、フェビアン・レザ・パネさん

	 ○ファミリーデイ	 2024 年 ４月 18 日（木）	 加藤　恵さん

	 ○春の家族会	 2024 年 ５月 19 日（日）	 近江八幡（滋賀県）

	 ○最終例会	 2024 年 ６月 20 日（木）	 ムーチョ・シスターズ＆ブラボー・タカシ

（７）　ＲＩ、地区行事

（４）　クラブフォーラム

　　　　　５回開催（詳細は委員会報告を参照）

行　　事　　名 開　催　日 ホストクラブ 場　　　　所 参加人数

インターアクトクラブ
年次大会

2023 年 7 月 17 日 豊川ＲＣ 豊川高校 ６名

地　区　大　会
2023年11月11日、

12 日
豊田東ＲＣ 名古屋国際会議場他 35 名

ＲＹＬＡセミナー① 2024 年 3 月 16 日 地区 RYLA 委員会 オンライン ３名

ＲＹＬＡセミナー②
2024 年 3 月 30 日、

31 日
地区 RYLA 委員会 豊田市福祉センター ３名

インターシティー・
ミーティング

2024 年 3 月 9 日 豊川ＲＣ 豊川閣妙厳寺 25 名

次年度のための
地区研修・協議会

2024 年 4 月 7 日 名古屋錦ＲＣ 名古屋マリオットアソシアホテル 33 名

Ｒ　Ｆ　Ｆ
2024 年 5 月 11 日、

12 日
地区 RFF 委員会 栄 久屋大通公園 多数

ローターアクト
年次大会

2024 年 5 月 18 日 名古屋芸術大学ＲＡＣ
名古屋芸術大学
東キャンパス

４名

国　際　大　会
2024 年 5 月 25 日

～ 29 日
ＲＩ シンガポール ４名
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（８）　クラブ関連行事

行　　事　　名 開　催　日 場　　　所 参加人数

クラブ活性化セミナー 2023 年 7 月 5 日 ウインクあいち ２名

会員増強セミナー 2023 年 8 月 1 日 名鉄グランドホテル ２名

ロータリー財団セミナー 2023 年 8 月 4 日 名古屋東急ホテル ５名

クラブ国際奉仕委員長会議 2023 年 9 月 12 日 名鉄グランドホテル ２名

危機管理セミナー 2023 年 9 月 15 日 Zoom ５名

RLI 会長エレクト研修パートⅠ 2023 年 9 月 17 日 ウインクあいち １名

クラブ米山奨学委員長会議 2023 年 9 月 21 日 ホテルメルパルク名古屋 ２名

クラブ青少年奉仕委員長会議 2023 年 9 月 27 日 名鉄グランドホテル ３名

クラブ社会奉仕委員長会議 2023 年 9 月 29 日 名鉄グランドホテル １名

クラブ職業奉仕委員長会議 2023 年 10 月 18 日 ホテルアークリッシュ豊橋 １名

カウンセラー研修会 2023 年 10 月 19 日 ホテルメルパルク名古屋 ２名

豊橋 RAC合同事業　表浜海岸清掃 2023 年 10 月 21 日 表浜海岸 13 名

ポリオ根絶チャリティー
ゴルフコンペ

2023 年 10 月 27 日 豊田カントリー倶楽部 ３名

RLI 会長エレクト研修パートⅡ 2023 年 10 月 29 日 ウインクあいち １名

朝倉川育水フォーラム
植樹メンテナンス大会

2023 年 11 月 11 日 朝倉川 12 名

秋季米山奨学生学友合同研修会 2023 年 11 月 25 日 岡崎城公園 ２名

RLI 会長エレクト研修パートⅢ 2023 年 11 月 26 日 ウインクあいち １名

東三河分区会長幹事会 2023 年 12 月 6 日 呑龍 １名

米山奨学生学友合同忘年会 2023 年 12 月 9 日 ホテルメルパルク名古屋 １名

Ｒ財団補助金管理セミナー 2024 年 2 月 8 日 名古屋東急ホテル ５名

クラブ社会奉仕委員長会議 2024 年 2 月 19 日 名鉄グランドホテル ４名

クラブ国際奉仕委員長会議 2024 年 2 月 22 日 名鉄グランドホテル ５名

会長エレクト研修セミナー 2024 年 3 月 2 日 名古屋観光ホテル ２名

米山奨学期間修了者歓送会 2024 年 3 月 9 日 ホテルメルパルク名古屋 ２名

蒲郡 RC 創立 70 周年機縁式典 2024 年 4 月 6 日 蒲郡クラシックホテル ３名

東三河分区親睦ゴルフ大会 2024 年 4 月 8 日 東海カントリークラブ 14 名

米山奨学生オリエンテーション 2024 年 4 月 11 日 ホテルメルパルク名古屋 ３名

次年度東三河分区会長幹事会 2024 年 5 月 15 日 ホテルアークリッシュ豊橋 ２名

春季米山奨学生学友合同研修会 2024 年 5 月 18 日 瀬戸蔵 ２名

全大会議、地区役員会長懇談会 2024 年 6 月 22 日 名鉄グランドホテル ４名
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（９）例　　会　

2023 年 7 月～ 12 月例会プログラム（前半）

月 日 例会数 通算例会数 プログラム 担当委員会 スピーカー 行事

7

6 1 3547 会長・幹事・副会長・S.A.A.・会計挨拶 理事会 福井　敬会長他

13 2 3548 奉仕委員長・副幹事挨拶 理事会 河村　修委員長他

20 3 3549 ローターアクトアワー ローターアクト 宮本順子委員長他

27 4 3550 クラブ・フォーラム「クラブ奉仕」 Ｒ情報・
クラブ奉仕

リーダー
松井和彦委員長

8

3 5 3551 観たくなるテレビ、行きたくなる映画とは プログラム 杉田成道氏 ＊会員増強・新クラブ結成
　推進月間

10 6 3552 石川和昌 PG のご活躍を振り返って プログラム 松井章悟会員 8/10 創立記念日

17 　 　 休会 　 　

24 7 3553 インターアクトアワー インターアクト 長屋麻衣子委員長他 　

31 8 3554 豊橋 RC の会員増強に向けて！
～入会へと導くためのポイント～

会員増強 野寄誠三会員
佐藤裕彦会員

　

9

7 9 3555 ロータリーの友月間にちなんで
～「ロータリーの友」を開こう～

雑誌 池森由幸氏 ＊基本的教育と識字率向上
　月間

14 10 3556 気候変動への対応
～大雨時の地域防災について～

社会奉仕 豊田将也氏 ＊ロータリーの友月間　

21 11 3557 クラブ・フォーラム「社会奉仕」（夜間） R情報・
社会奉仕

リーダー
柳原　茂委員長

　
　

28 12 3558 ガバナー補佐訪問 理事会 竹内幹尚ガバナー補佐

10

5 13 3559 学校における金融教育と
社会人の学ぶ必要性について

プログラム 池田勝年会員 ＊米山月間

12 14 3560 豊橋技科大ロボコンチーム
ABU ロボコン優勝報告

プログラム 佐野滋則氏他 ＊経済と地域社会の発展
　月間

19 15 3561 米山奨学生の立場から 米山奨学 高木優州氏
馬　禎珠氏

24 16 3562 ガバナー公式訪問（豊橋北 RC と合同） 理事会 酒井法丈ガバナー 　

11

2 17 3563 結婚記念祝例会 ニコニコ 琳佳さん ロータリー財団月間

9 休会 地区大会（11/11,12
名古屋国際会議場他）

16 18 3564 財団をクラブ活性化に ロータリー財団 藤野直子氏

23 休会

30 19 3565 ＴＥＣ報告会＜ＲＣＣ＞（夜間） 社会奉仕 柳原　茂委員長 世界インターアクト週間
（11 月 5 日を含む 1週間）

12

7 20 3566 年次総会、タイ国訪問報告会 理事会・
国際奉仕

伊藤恭三会員
笠原元樹会員

＊疾病予防と治療月間

14 21 3567 イニシエーションスピーチ プログラム 長坂正樹会員
河合珠美会員

21 22 3568 年末家族会（夜間） 親睦活動 川井郁子さん
フェビアン・レザ・パネさん

28 　 　 休会 　 　
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2024 年 1 月～６月例会プログラム（前半）

月 日 例会数 通算例会数 プログラム 担当委員会 スピーカー 行事

1

4 休会 ＊職業奉仕月間

11 23 3569 新春特別例会 理事会・
プログラム

すみれさん

18 24 3570 職業奉仕ブランド～四つのテストで継続
的改善～

職業奉仕 鬼頭秀幸氏
井田　太氏

25 25 3571 クラブ・フォーラム「職業奉仕」（夜間） R情報・
職業奉仕

リーダー
河村　修委員長

2

1 26 3572 年男放談会② 黒谷尚弘会員、寺嶋一彦
会員、石黒　功会員

＊平和と紛争予防／紛争
　解決月間

8 27 3573 インターアクト卒業生を送る会 インターアクト 長屋麻衣子委員長他

15 28 3574 年男放談会② プログラム 青木公貞会員、中村典司
会員、三木隆治会員

ロータリー創立記念日
（1905 年 2 月 23 日）

22 休会

29 29 3575 物流 2024 年問題に挑む女性起業家の新
しいビジネスモデル

プログラム 村井美映氏 世界理解と平和の日
（2/23）

3

7 30 3576 人道的国際奉仕について 国際奉仕 鈴木拓将氏 ＊水と衛生月間

14 31 3577 地区出向者報告 プログラム 佐藤裕彦会員
大塩啓太郎会員
柳原　茂会員
久保田充三会員

東三河分区 IM
（3/9 豊川 RC）

21 休会 　

28 32 3578 クラブ・フォーラム「国際奉仕」（夜間） R情報・
職業奉仕

リーダー
井上泰宏委員長

　

4

4 33 3579 ロータリーの公共イメージの重要性 公共イメージ
向上

堀尾明史氏 ＊母子の健康月間

11 34 3580 心のバリアフリー～障がいを超える前向
きな生き方～

プログラム 鈴木よりこ氏
宮副幸子氏

地区研修・協議会 (4/7)

18 35 3581 ファミリーデイ 親睦活動 加藤　恵氏 　

25 36 3582 プロスポーツと地域創生について プログラム 水野　晃氏

5

2 　 　 休会 　 　 ＊青少年奉仕月間

9 37 3583 地方都市の地域包括ケアと自治体病院の
将来像

プログラム 竹村　司氏

16 38 3584 障がい者スポーツの可能性 青少年奉仕 荒賀博志氏

23 39 3585 クラブ・フォーラム「青少年奉仕」 R情報・
青少年奉仕

山口耕平委員長他

30 40 3586 ロータリアン Practice R 情報・研修 照井　栞氏 5/25 ～ 29　国際大会
シンガポール

6

6 41 3587 イニシエーションスピーチ プログラム 日野恵里加会員
中村勝彦会員

＊ロータリー親睦活動月間
　

13 42 3588 社内の『和』を育む～企業内の親睦活動・
行事について～

プログラム 西島　豊会員
近藤　崇会員

20 43 3589 最終例会、会員懇親会（夜間） 理事会・
親睦活動

福井　敬会長他

27 　 　 休会 　 　
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８　クラブ概況報告



 

7  

        (6/30) 

50 51     28  

51 52   31 

52 53   38 

53 54   38 

54 55   43 

55 56   46 

56 57    45 

57 58    46 

58 59   52 

59 60    51 

60 61    52 

61 62   57 

62 63   61 

63 64   63 

64 65    65 

65 66    66 

66 67    68 

67 68   75 

68 69   79 

69 70    83 

70 71   87 

71 72   96 

72 73    94 

73 74    98 

74 75    102 

75 76   102 

76 77   103 

77 78    104 

78 79    105 

79 80   110 

80 81   113 

81 82   116 

82 83    117 

83 84   121 

84 85    122 

85 86   123 

86 87   124 

87 88   126 

88 89   124 

89 90    126 

90 91    128 

91 92   128 
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        (6/30) 

92 93   131 

93 94   131 

94 95   130 

95 96    136 

96 97   135 

97 98   135 

98 99   129 

99 00   133 

00 01   130 

01 02   121 

02 03   120 

03 04   120 

04 05   114 

05 06   118 

06 07   119 

07 08   117 

08 09   118 

09 10   121 

10 11   120 

11 12    119 

12 13     118 

13 14   116 

14 15    113 

15 16    110 

16 17   109 

17 18    114 

18 19   119 

19 20    114 

20 21    118 

21 22   116 

22 23    111 

23 24    105 
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7     (2024 6 30 ) 

(1)   105  100  

 

(2)   

 95   39   63.9  

 

(3)   

30  24  22.9% 25   7  6.7% 20  10  9.5% 

15  15  14.3% 10  12  11.4%  18  17.1% 

 8  7.6%  8  7.6%  3  2.9% 

 

 

 (4)   

 

 [  ] [  ] [ ] [  ] 

1950.7 1951.6 30 2 28 28 

1951.7 1952.6 5 2 31 3 

1952.7 1953.6 10 3 38 7 

1953.7 1954.6 4 4 38 0 

1954.7 1955.6 9 4 43 5 

1955.7 1956.6 7 4 46 3 

1956.7 1957.6 5 6 45 -1 

1957.7 1958.6 5 4 46 1 

1958.7 1959.6 11 5 52 6 

1959.7 1960.6 3 4 51 -1 

1960.7 1961.6 6 5 52 1 

1961.7 1962.6 7 2 57 5 

1962.7 1963.6 6 2 61 4 
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1963.7 1964.6 7 5 63 2 

1964.7 1965.6 3 1 65 2 

 [  ] [  ] [ ] [  ] 

1965.7 1966.6 12 11 66 1 

1966.7 1967.6 6 4 68 2 

1967.7 1968.6 10 3 75 7 

1968.7 1969.6 10 6 79 4 

1969.7 1970.6 9 5 83 4 

1970.7 1971.6 5 1 87 4 

1971.7 1972.6 8 9 86 -1 

1972.7 1973.6 10 2 94 8 

1973.7 1974.6 9 5 98 4 

1974.7 1975.6 10 6 102 4 

1975.7 1976.6 5 5 102 0 

1976.7 1977.6 8 7 103 1 

1977.7 1978.6 7 6 104 1 

1978.7 1979.6 6 5 105 1 

1979.7 1980.6 9 4 110 5 

1980.7 1981.6 8 5 113 3 

1981.7 1982.6 7 4 116 3 

1982.7 1983.6 10 9 117 1 

1983.7 1984.6 9 5 121 4 

1984.7 1985.6 11 10 122 1 

1985.7 1986.6 7 6 123 1 

1986.7 1987.6 4 3 124 1 

1987.7 1988.6 12 10 126 2 

1988.7 1989.6 10 12 124 -2 

1989.7 1990.6 4 2 126 2 

1990.7 1991.6 14 12 128 2 

1991.7 1992.6 10 10 128 0 

1992.7 1993.6 11 8 131 3 

1993.7 1994.6 9 9 131 0 

1994.7 1995.6 7 8 130 -1 

1995.7 1996.6 16 10 136 6 

1996.7 1997.6 11 12 135 -1 
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1997.7 1998.6 6 6 135 0 

1998.7 1999.6 7 13 129 -6 

 [  ] [  ] [ ] [  ] 

1999.7 2000.6 17 13 133 4 

2000.7 2001.6 6 9 130 -3 

2001.7 2002.6 8 17 121 -9 

2002.7 2003.6 5 6 120 -1 

2003.7 2004.6 7 7 120 0 

2004.7 2005.6 7 13 114 -6 

2005.7 2006.6 11 7 118 4 

2006.7 2007.6 6 5 119 1 

2007.7 2008.6 6 8 117 -2 

2008.7 2009.6 8 7 118 1 

2009.7 2010.6 5 2 121 3 

2010.7 2011.6 7 8 120 -1 

2011.7 2012.6 7 8 119 -1 

2012.7 2013.6 5 6 118 -1 

2013.7 2014.6 4 6 116 -2  

2014.7 2015.6 3 6 113 -3 

2015.7 2016.6 6 9 110 -3 

2016.7 2017.6 6 7 109 -1 

2017.7 2018.6 12 7 114 5 

2018.7 2019.6 12 7 119 5 

2019.7 2020.6 4 9 114 -5 

2020.7 2021.6 13 9 118 4 

2021.7 2022.6 6 8 116 -2 

2022.7 2023.6 3 8 111 -5 

2023.7 2024.6 4 10 105 -6 
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(5) 4

  2023. 7.27  

  2023. 8.24  

  2023.12. 7  

  2024. 6. 6  

(6) 10

  2023. 8.31  

  2023.12.31 ( )  

  2024. 1.14  

  2024. 1.31  

  2024. 5.17   

  2024. 5.21  

  2024. 6.13  

  2024. 6.30  

  2024. 6.30  

  2024. 6.30 

(7) 29

 ( )  

 ( )  

    

    

  ( ) 

 ( )   
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(8)

 765,908  

( 229 ) ( 118 ) 

( 30 ) 2  

 

(  82 ) 
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(9)  

 50,542,863  

22,294,450  

 72,837,313  

 

 

 

(  87 ) 

10 20  

30  

  ( )      

        

  ( )    ( )  

        

  ( )      

         

           

        

        

          

        

         

        

         

        

         

         

        

      ( )  

          

         

 

 

 2 ) 
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(7 ) 

 ( )     ( ) ( )  

 ( ) ( )  ( )  

   

 

 

(10)    

 (2023 2024 ) 

    100       100   

7  4  0 87.52  1  3  0 81.76  

8  4  0 84.72  2  4  0 81.82  

9  4  0 82.17  3  3  0 81.17  

10  4  0 78.47  4  4  0 81.50  

11  3  0 76.75  5  4  0 76.86  

12  3  0 81.90  6  3  0 83.08  

 

   81.54  

   74.74  

 

 

 

  

 13   19  

  12   0  

 6   6  

         56  
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９−１　クラブ戦略委員会

委 員 長　　　福 井 　 敬

副委員長　　　伊 藤 晴 康

委　　員　　　池 田 　 至　　紅 林 友 昭　　青 木 良 浩

【活動報告】
下記の通り委員会を開催いたしました。

日　　時：令和６年４月 26 日

場　　所：かるとん

出 席 者：福井　敬・伊藤晴康・池田　至・紅林友昭・青木良浩

検討事項：①　75 周年について

　　　　　②　会費の値上げについて

　　　　　③　細則改定の検討

　　　　　④　その他

【委員長所感】
　創立 75 周年についてはすでに創立 75 周年記念実行委員会がスタートしているので

その進捗状況を話し合いました。

　昨今の円安によるＲＩへの寄付金の上昇、そして物価や人件費などの上昇によるホ

テルの値上げおよび、諸経費の値上げによるクラブ活動費の上昇によって、経費が増

大していることを確認いたしました。そのため会費の値上げを検討し、会費の値上げ

の必要性を理事会に提案いたしました。

　会費の値上げによりクラブ細則を変更しなければならないのでその詳細について話

し合いました。
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９−２　会　計９−２　幹　事

幹　　事　　　伊 藤 晴 康

【活動報告】
　昨年５月に新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが５類感染症に移行された

ことに伴い、今年度はコロナ禍以前のスタイルで例会等の運営を行うことができまし

た。

　９月 16、17 日には、松本南 RC との親睦ゴルフで松本市を訪問しました。９月 28 日

にはガバナー補佐訪問がありました。ガバナー公式訪問は、今年度は豊橋北 RC が主担

当の年であり、10 月 24 日火曜日に例会を移動して豊橋北 RC と合同例会の形でガバナー

をお迎えしました。

　外部団体と連携した社会奉仕活動として、10 月 21 日（土）には、豊橋 RAC との共催

事業として、東三河分区内の IAC とも連携して表浜海岸の清掃活動を行いました。11

月 11 日土曜日には、朝倉川育水フォーラムと連携して川岸の樹木の剪定作業を実施し

ました。また、４月 20 日土曜日には、朝倉川 530 大会にも参加しました。TEC への支

援も例年通り行い、11 月 30 日の例会にて先生方に活動報告をしていただきました。

　タイ国ベンジャシリ RC とタイアップして継続的に実施している山岳民族定住化支援

事業は、11 月 16 日から 20 日にかけて現地を訪問し、ミシン及び野菜栽培用自動給水

システムを寄付しました。またベンジャシリ RC より６月 12 日から 14 日にかけて２名

の訪問を受け、６月 13 日の例会に参加していただきました。

　諸物価の高騰等を受けて、今後も安定的にクラブの諸活動を継続するために、理事

会の承認を経て６月６日に臨時総会を開催し、会費の値上げをご承認いただきました。

【幹事所感】
　事務局の牧野さんのサポートもあり、無事一年間を終えることができました。多忙

ではありましたが、充実感もある一年間でした。立場上皆様に仕事をお願いする機会

も多かったのですが、ご快諾いただくことばかりで、改めて感謝の念に堪えません。

多くの皆様にご協力いただき１年間を過ごすことができましたことに改めて御礼を申

し上げます。
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９−３　会　計

会　　計　　　浅 倉 伸 治

補　　佐　　　兼 子 直 久

【活動報告】
　本年度クラブテーマである、「Tomorrow's Hope, Today's Harmony ～和をもって貴

しとなす～」を念頭に、参加される会員のための例会を作り上げるには、会員同士の

心が調和することができるよう、会計業務を行ってまいりました。前年度の傾向を基

に、各事業が十分に目的を達成できるよう予算配分を行いました。コロナ禍以降、円安、

諸物価の高騰など、例会を実施するうえで、やりくりが非常にタイトな中での運営と

なりました。

　また、令和６年１月１日に発生した能登半島地震への義援金として、「地域支援基金」

を取り崩し、例会において募った寄付金と共に義援金を送りました。令和７年に実施

予定の豊橋ロータリークラブ設立 75 周年に向けて、特別事業口より準備金の拠出を行

いました。

　尚、決算における詳細に関しましては別に掲載いたします「収支決算及び財産報告」

及び「財産目録」をご参照ください。

【会計所感】
　福井会長の明るいキャラクターのお蔭で、非常に厳しい予算状況の中でも、充実し

た理事会での議論と、これまであまり知ることのなかったクラブの会計について真剣

に向き合うと共に、会計ルールを勉強させていただきました。世界情勢が大きく変動

する中で、急激な円安、モノの値段が高騰し、人不足による待遇改善により、労務費

の高騰から、価格改定の波に一気に飲み込まれ、これまで「当たり前」にできたことが、

出来なくなってきました。今後は、ロータリークラブの運営の在り方にも、会員皆で

考え、変えられるところは時代に合わせて変化させていくことが重要であることにも

気づかせていただきました。次年度以降の会計業務にも反映できることは、伝えてい

ければと考えております。

　最後に、会長幹事を始め、理事、委員長の皆様、すべての会員の皆様、そして常に

遊山執行においては多大な協力をいただきました事務局の牧野さん等に心から感謝申

し上げます。

　ありがとうございました。
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９−２　会　計９−４　Ｓ．Ａ．Ａ．

Ｓ .Ａ .Ａ .　　　岩 瀬 　 清

補　　佐	 川 村 荒 治

【活動報告】
　クラブテーマ「Tomorrow's Hope,Today's Harmony ～和をもって貴しとなす」に沿っ

て、伝統ある豊橋ロータリークラブとして魅力ある例会、出席したくなる例会の雰囲

気づくりを心掛けました。また、ゲスト並びにビジターを暖かく迎え、そして新会員

が少しでも早く馴染めるように、心配りをしていました。

　S.A.A. グループのクラブ運営委員会、ニコニコ委員会、ソンググループと連携し例

会前の和やかな雰囲気と緊張感ある例会とのメリハリを大切にしました。

　特に伊藤健一クラブ運営委員長には毎例会の食事数、配席、歌詞付プログラムの作成、

ゲスト・ビジターへのご配慮など、綿密な運営に感謝致します。

【Ｓ．Ａ．Ａ．所感】
　S.A.A. グループで「グッドスピーチ」「グッドミール」「グッドアトモスフィア」重

視に心掛けました。特にグッドミールは久しぶりに（和食以外）卓盛スタイルに戻し

良い雰囲気づくりができました。グッドアトモスフィアについては会員の皆様の協力

で良い雰囲気の例会になったと自己評価しています。グッドスピーチは以上の２つが

かなっていることでスピーチの場づくりのサポートをすることになります。

　会員皆様方の１年間のご支援、ご協力に感謝いたします。
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９−５　会長エレクト

会長エレクト　　　紅 林 友 昭

【活動報告】
　この 1 年間、次年度会長として理事会運営や諸行事に一緒に参加しながらクラブの

例会運営全般について多くを学ばせていただきました。また、下記の３委員会を担当

いたしました。

　各委員会の活動内容は、それぞれの委員会報告をご覧ください。

　　会員増強委員会　　　　　　　委員長　　西島　豊

　　会員選考・分類委員会　　　　委員長　　瀧﨑裕司

　　ロータリー情報・研修委員会　委員長　　近藤　眞

【所感】
　会長エレクト、また一理事として福井会長年度の理事会運営に参加させていただく

ことにより学ばせていただきました事を、次年度大いに生かしていきたいと思います。

福井会長には　次年度も直前会長として何かと相談に乗って頂き、楽しい例会運営が

出来るよう頑張ってまいりたいと思います。一年間ありがとうございました。
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９−２　会　計９−５-１　会員増強委員会

委 員 長　　　西 島 　 豊

副委員長　　　小 林 大 悟

委　　員　　　松 井 章 悟　　髙 山 景 一

【活動報告】
　若手入会候補者を中心に皆様からいただいた情報をもとに、一年間会員の増に向け

たアプローチをさせていただきましたが、新会員を多く迎えることができなかった年

となってしまいました。

　８月に担当例会を開催させていただき、お二人の歴代会員増強委員長からこれまで

の経験をもとにした会員増強活動における重要なことを魂を込めて発信していただき、

多くの学びと活動のポイントを得ることができました。

【委員長所感】
　若い世代を中心に入会候補者へのアプローチを行ってまいりましたが、会員数の増

には遠く及ばなく反省ばかりの一年となりました。

　その中で担当させていただきました例会ではこれまでの歴代会員増強委員長からこ

れまでの経験と体験、そして具体的数値を用いた会員増強活動についてのポイントを

発信していただいたことは私自身が一番多くを学ばせていただきました。特に伝統と

格式ある豊橋ロータリークラブは名実ともに会長、幹事を歴任された方が大変多く在

籍されており、それは会員増強活動におけるポテンシャルを表しており、これまでの

知識と経験、そして人脈を活用した取組みによって会員増強への活動は更に推進でき

るものと感じました。

　また、私自身が若手世代ということで、紹介していただいた若手入会候補者とも世

代が近く接触やアプローチはとてもスムーズにできたと思うので、同世代でアプロー

チをかけることは非常に有効であると感じました。

　至らぬ点ばかりでしたが、会員の皆様からの多大なご支援とご協力をいただきまし

たこと、心から感謝申し上げます。一年間、ありがとうございました。
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９−５-２　会員選考・分類委員会

委 員 長　　　瀧 﨑 裕 司

副委員長　　　松 井 孝 悦

委　　員　　　小 田 公 平　　神 野 紀 郎　　石 黒 　 功

【活動報告】
　幹事より選考依頼のあった 4 名の候補者を会員資格基本方針に沿って選考し、適格

であることを認め、理事会に報告しました。

　職業分類については、特に偏りがないかを照らし合わせました。

【委員長所感】
　会員増強委員会、理事会と協力して、会員候補者の選考を致しました。

　入会された方々のロータリアンとしての今後のご活躍を期待しています。
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９−２　会　計９−５-３　ロータリー情報・研修委員会

委 員 長　　　近 藤 　 眞

副委員長　　　佐 藤 裕 彦

委　　員　　　花 田 邦 司　　権 田 隆 実

【活動報告】
１．クラブフォーラム（クラブ討論会）

　　以下の内容で 5回のフォーラムを実施しました。

　　第１回　クラブ奉仕委員会　　７月 27 日

　　第２回　社会奉仕委員会　　　９月 21 日

　　第３回　職業奉仕委員会　　　１月 25 日

　　第４回　国際奉仕委員会　　　３月７日

　　第５回　青少年奉仕委員会　　５月 23 日

　各回の内容につきましては各委員会の報告をご参照ください。

　上記５委員会の委員長をフォーラム・リーダーとして、今年度クラブターゲットに

沿ったフォーラムテーマのもとで自由闊達な討論を行ない、五大奉仕の理解が深まる

ようなフォーラムを開催しました。

２．インフォーメション

　第１回　令和５年８月 10 日

　　　　　推薦人　　神野吾郎 会員

　　　　　入会候補者　株式会社丸金商会　竹内裕二 氏

　第２回　令和５年 10 月 31 日

　　　　　推薦人　　宮田正人 会員

　　　　　入会候補者　積水ハウス株式会社　副島敏昭 氏

　第３回　令和６年４月１９日

　　　　　推薦人　　宮田正人 会員

　　　　　入会候補者　積水ハウス株式会社　辰田拓也 氏
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３．家庭集会

　第１回　令和５年 10 月５日　　会場　ｋａｄｏ

　　　　　福井　敬 会長、佐々木利政 会員、河合勝男 会員、岩瀬　清 会員、

　　　　　中村典司 会員、井口貴嗣 会員、井上泰宏 会員、伊藤恭三 会員、

　　　　　近藤　眞 Ｒ・情報研修委員長　の９名

　第２回　令和５年 11 月 13 日　会場　こすたりかシティーガーデン

　　　　　松井和彦 副会長、冨田佳央 会員、岡田直樹 会員、山口耕平 会員

　　　　　近藤　眞 Ｒ・情報研修委員長　の５名

　第３回　令和６年２月 29 日　会場　広小路でんでん

　　　　　宮田正人 会員、権田隆実 会員、松坂良太 会員、紅林友昭 会長エレクト、

　　　　　松岡真由美 会員、佐藤裕彦 会員、山本勘司 会員、平林邦幸 会員、

　　　　　宮本順子 会員、前田英範 会員、河合珠美 会員、

　　　　　近藤　眞 Ｒ・情報研修委員長　の 13 名

　第４回　令和６年６月８日 会場　柴田宏巳　会員宅

　　　　　柴田宏巳 会員、伊藤晴康 幹事、紅林友昭 会長エレクト、髙山景一 会員、

　　　　　池田　至 会員、大塩啓太郎 会員、久保田充三 会員、小林大悟 会員、

　　　　　柳原　茂 会員、近藤　眞 Ｒ・情報研修委員長　の 10 名

４．担当例会

令和５年５月 30 日

例会のタイトルは、「ロータリアン　Ｐｒａｃｔｉｃｅ」です。ロータリアンとし

ての実践（Ｐｒａｃｔｉｃｅ）が、ロータリアンとしてより満足度・喜びを高め

ることを再確認できました。

　講師・照井　栞　2760 地区研修実行委員会（ラーニング委員会）委員長

　　　　名古屋大須 RC、株式会社オリズ　ボイスステーション　代表取締役

【委員長所感】
　クラブ・フォーラムは、「クラブ討論会」とも言い、豊橋ＲＣのクラブ・フォーラム

は、「五大奉仕」の理解を深めるために自由に意見を述べあう討論会です。福井会長は、

「会員の相互理解・フォーラムの充実を推進します」の方針を掲げ、その方針を実践す

べく私は、「参加型のクラブ・フォーラム」を目指し、積極的に聴くことを勧め、毎回「注

目点」を提示してきました。

　各回、担当委員長が興味深いテーマを選び、スピーカーの方々もテーマに沿った独

自の切り口で意見を述べていただきました。

　家庭集会は、４回開催し、合計 33 名の会員に参加いただきました。また、柴田宏巳

会員宅でのバーベキュー家庭集会の開催に当たり、柴田宏巳会員のご家族には非常に

お世話になりました。
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９−２　会　計９-６　クラブ奉仕委員会

委 員 長　　　松 井 和 彦

【活動報告】
　福井敬会長のクラブターゲットである「和をもって貴となす」のもと、関連する各

委員会と連携して、会員の皆さんのご協力を頂きながら、クラブ奉仕活動に努めました。

今年度に入る直前の平成５年５月８日から、新型コロナウイルス感染症の位置づけが

季節性インフルエンザと同等の第５類へ変更されたこともあり、基本的な活動形態・

内容をコロナ以前に戻すことを念頭に、コロナ期間中に培った方式も加えて活動を計

画し実行しました。

① クラブフォーラムの開催

７月 27 日に第１回クラブフォーラムを開催しました。当日は西島豊会員、井口貴嗣

会員、佐々木利政会員の順でそれぞれの立場から親睦と会員交流の重要性について

お話しいただきました。

② 関連する委員会の活動

クラブ奉仕にかかわる出席委員会、クラブ会報委員会、親睦活動委員会、雑誌委員会、

公共イメージ向上委員会の５つの委員会は、全ての委員会が当初掲げた活動計画に

基づいた活動を実行することができました。

【委員長所感】
　コロナ禍の中でも立派なクラブ運営を成し遂げてきた豊橋クラブの、新しいステー

ジのスタートとなる一年であったと思っています。例会をはじめ各種イベントにも多

数の会員の方にご参加いただき深く感謝しております。入会年数の浅い会員の方との

コミュニケーションの活発化といった課題はまだ残されていますが、皆様のお力添え

で永遠のテーマとも言える「和をもって貴となす」を進めることはできたのではない

かと感じています。
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９−６-１　出席委員会

委 員 長　　　杉 田 　 洋

副委員長　　　中 村 典 司

委　　員　　　神 谷 君 和　　（後藤圭司）　　山 田 享 司　　江 﨑 雅 彰

　　　　　　　岡 村 正 造　　（寺嶋一彦）　　浦 野 文 博

【活動報告】
　会長方針の「和をもって貴しとなす」というクラブテーマ、そしてロータリーメンバー

の親睦を図っていくためにも、会員の例会出席はロータリー奉仕活動の原点です。

　例会に出席することはロータリーの奉仕活動の基本ということは会員の皆様の周知

のことではありますが、「出席したくなる例会とは」ということも本年は考えて活動し

て参ります。

【委員長所感】
１．クラブ例会への出席とメーキャップを奨励して参ります。

２．例会へ出席することへの関心を高める情報を提供して参ります。

３．出席率 100％表彰を行います。

４．８月に「出席したくなる例会」をテーマに講師例会を開催します。
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９−６-２　クラブ会報委員会

委 員 長　　　野 寄 誠 三

副委員長　　　中 田 昌 宏　　金 子 幸 義

委　　員　　　岡 田 直 樹　　久保田充三　　( 松井大輔 )　　小笠原敏彦

　　　　　　　笠 原 元 樹

【活動報告】
１．例会風景を的確に捉え、会報誌を通して発信しました。

２．福井会長のカラーを出すべく、笑顔の写真を多く掲載しました。

３．クラブの記録資料として的確に保存することが出来ました。

４．他委員会が必要な記録資料の提供を行うことが出来ました。

【委員長所感】
　本年度、クラブ会報委員長を拝命し、大変不安なスタートでしたがなんとか完走す

ることが出来ました。

　これもひとえに副委員長をはじめとする委員会メンバー、そして会員の皆様のご協

力の賜物と思います。本当にありがとうございました。

　クラブ会報委員会の活動を通して、ほぼ全ての例会に携わる事が出来、多くの事を

学ぶことが出来ましたので、今後のロータリー活動に活かしていきたいと思います。
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９−６-３　親睦活動委員会

委 員 長　　　井 口 貴 嗣

副委員長　　　深 見 博 士　　植 村 忠 慶　　（長坂正樹）

委　　員　　　(清水良彦 )　　西 田 元 彦　　山 口 尚 志　　平 林 邦 幸

　　　　　　　中 村 勝 彦　　前 田 英 範　　豊 田 正 博　　近 藤 　 崇

　　　　　　　河 合 珠 美　　日野恵里加　　桃 井 直 人　　小 林 敏 博

　　　　　　　竹 内 裕 二　　辰 田 拓 也

【活動報告】
　本年度会長の『Tomorrow's Hope, Today's Harmony ～和をもって貴しとなす』とい

うクラブターゲットの下、会員の皆様がご家族と一緒に参加したくなるような各行事

を企画致しました。本来のロータリー活動の原点である人と人との交流を再度深めて

いくため、各行事に積極的に参加頂き会員及びご家族との親睦を図り、豊橋ロータリー

クラブの会員相互の和を大切に、友情をさらに深めていく活動をしてまいりました。

１．年末家族会　　　　　令和５年 12 月 21 日（木）

「Premium Night 2023」～華麗なるヴァイオリンの調べ～

　ヴァイオリニスト　川井郁子氏、ピアニスト　ウェビアン・レザ・パネ氏をお

招きし、華麗なる演奏に酔いしれて頂きました。ロータリー会員及びご家族のみ

なさまに「素敵な時間」を過ごして頂きながら、更なる懇親を深めて頂きました。

２．新春特別例会　　　　令和 6年 1月 11 日（木）

「新春 ポップス尺八コンサート」～色褪せぬ想い出を名曲とともに～

　新春特別例会は「新春 ポップス尺八コンサート」と題して、国内唯一の女性ポッ

プス尺八奏者のすみれさんをお招きしました。新しい年を迎え、昭和から平成の

名曲を尺八の音色にのせ楽しんで頂き、会員のみなさまに癒しをお届けしました。

３．ファミリーデイ　　　令和 6年 4月 18 日（木）

「自分だけの勝負カラーを身に着けよう」～自分を輝かせるパーソナルカラーとは？～

　各方面で活躍されている豊橋出身のパーソナルスタイリスト加藤恵さんをお招

きして、「自分だけの勝負カラーを身に着けよう」と題し講演と実演を頂きました。

それぞれの色素の色味から、自分の似合う色を見つけて頂くことで人生が豊かに

なることを感じて頂きました。
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４．春の家族会　　　　　令和 6年 5月 19 日（日）

近江八幡探訪～グルメと文化的景観を楽しむ旅～

　近江八幡を探訪する小旅行を計画しました。「近江牛　岡喜本店」にて近江牛ラ

ンチを頂いた後は、情緒あふれる近江八幡水郷めぐり、ラ コリーナ近江八幡では

自然に触れながらお買物をお楽しみ頂きました。

５．最終例会　　　　　　令和 6年 6月 20 日（木）

「Let's　all sing together!」～みんなの歌声で世界に希望を～

　最終例会の為に結成された、豊橋ロータリークラブの会員によるバンドユニッ

ト「ムーチョシスターズ＆ブラボータカシ」に演奏と歌、ダンスを披露頂きました。

本年度、福井会長のターゲット『Tomorrow's Hope, Today's Harmony ～和をもっ

て貴しとなす』の下、皆さんが和となり 1 年を振り返りながら歌い踊り楽しく過

ごせる時間としました。

６．創立 75 周年実行委員会に対して支援

創立 75 周年実行委員会会議への参加

【委員長所感】
　アフターコロナ最初の年度として、本来のロータリー活動の原点である人と人との

交流を再度深めていくことを一番に考え活動して参りました。それは、各行事に一人

でも多くの会員及びご家族に参加頂くことだと思い、皆様が参加したくなる事業を企

画して、当日の参加された方が心地よく過ごせるよう、親睦活動委員会一同おもてな

しをさせて頂きました。物価高騰などにより予算的には厳しかったところもありまし

たが、委員会の皆様による手作りなどでなんとか乗り越えてきました。本年度学んだ

ことを活かし、大変多くのことを教えて頂いた亡き清水会員に感謝して、今後もロー

タリー活動をしていけたらと思います。
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９−６-４　雑誌委員会

委 員 長　　　荒 島 一 実

副委員長　　　福 井 一 裕

委　　員　　　（髙坂彰一）　　村井總一郎　　石 川 昌 義　　広 中 　 一

【活動報告】
　今年年度雑誌委員会の基本方針に基づき、当委員会の皆様により国内外のロータリー

の伝統、活動を紹介して頂き、会員の皆様のロータリアンとしての資質向上につなが

るように努めてまいりました。

【委員長所感】
　「ロータリーの友」を熟読させて頂き、改めてこの雑誌のすばらしさを実感させてい

ただきました。

　その思いが、少しでも会員の皆様に伝わっていたら幸いであります。

　会長はじめ幹事、副幹事の方々には多々ご迷惑をお掛けしながら、ご指導頂けたこと、

大変感謝しております。
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９−２　会　計９−６-５　公共イメージ向上委員会

委 員 長　　　池 田 勝 年

副委員長　　　松岡真由美

委　　員　　　鈴 木 邦 夫 　　高 橋 譲 二 　　神 野 吾 郎

【活動報告】
・2024 年４月４日の担当例会（第 33 回）では、2760 地区公共イメージ向上委員会委員

長の堀尾明史様を招いて、「ロータリーの公共イメージの重要性」と題し、お話し頂

きました。

　ロータリークラブの認知度向上とイメージアップについて参考となる内容でした。

・当年度の計画の一つであるＳＮＳを活用した発信については、Facebook、X（ツイッ

ター）、インスタグラムを活用し、以下の内容を発信しました。

	 ７月 ６日	 第１回例会　新年度役員挨拶

	 ８月 ３日	 第５回例会　観たくなるテレビ、行きたくなる映画とは

	 10 月 12 日	 第 14 回例会　豊橋技科大ロボコンチーム　ＡＢＵロボコン優勝報告

	 10 月 21 日	 豊橋 RAC 合同事業　表浜海岸清掃（社会奉仕活動）

	 11 月 11 日	 朝倉川育水フォーラム　植樹メンテナンス大会

【委員長所感】
　この一年間、会長、幹事、プログラム委員長他、多くの皆様のお力をお借りし、御

指導頂きながら活動をすることが出来たことについては大変感謝をしております。

　豊橋ロータリークラブの認知度を上げようと、ＳＮＳ発信に拘って活動を行いまし

たが、個人情報の取り扱い等の規制に戸惑う場面が多く、最低限の発信しか出来なかっ

たことが心残りです。つくづく自身のＩＴリテラシーの低さを痛感しました。

　１年間の取り組みを通じ、様々な方々とコミュニケーションを取ることによって、

ロータリークラブや公共イメージ向上について学ぶことが出来たことは自分自身に

とって大きい財産になったと改めて感謝しております。大変有意義な１年間でした。

　１年間ありがとうございました。
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９−６-６　ニコニコ委員会

委 員 長　　　山 本 光 伸

副委員長　　　山 本 勘 司

委　　員　　　杉 江 秀 介　　青 木 公 貞　　宮 田 正 人　　鈴 木 良 昌

　　　　　　　柳 原 伸 行　　縣 　 政 行　　佐 藤 裕 彦

【活動報告】
１．委員の積極的な参加、協力のおかげで、受付では、会員の皆様に進んでお申込み

いただけるような、明るく温かい雰囲気を作れたのではないかと思います。

２．ニコニコの受付、発表によって、会員の皆様同士が楽しいコミュニケーションをとっ

ていただけたと思います。

３．皆様にいただいたニコニコ原稿は、なるべく当日中に集計し、Word データを合同

印刷様に送付できるように心がけました。

４．結婚記念例会では、三組の銀婚式、一組の銅婚式をお祝いすることができました。

当日、ジャズ・シンガー＆ピアニスト琳佳（りか）さんに、愛をテーマにした曲

の弾き語りで盛り上げていただきました。演奏後半は、琳佳さんの演奏に合わせて、

サプライズで福井会長自らがサックスを吹き、ジャズ・スタンダードの名曲『My 

One & Only Love』を共演して、祝福に色を添えていただきました。

【委員長所感】
　なんといっても副委員長をはじめ委員の皆さんには大変お世話になりました。年度

当初、懇親会を兼ねた委員会を開催し、委員同士の親睦を図ったことで、委員会の結

束力を高め、受付から発表、集計までスムースに運営することができました。最終例

会終了後も、打ち上げ会を開催して、一年間の労を委員会でねぎらうことができ、い

い思い出ができました。

　新型コロナウィルスの終焉により、会場も明るい和気藹々とした雰囲気が少しずつ

戻ってきてとてもうれしく思います。ニコニコが会員の皆さんの親睦をはかる一助と

なったとしたら、とても光栄に思います。
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９−２　会　計９−６-７　クラブ運営委員会

委 員 長　　　伊 藤 健 一

副委員長　　　伊 藤 恭 三　　小笠原貴洋　　村 雲 　 晃

委　　員　　　平 林 邦 幸　　中 村 勝 彦　　前 田 英 範　　豊 田 正 博

　　　　　　　（長坂正樹）　　近 藤 　 崇　　河 合 珠 美　　日野恵里加

　　　　　　　桃 井 直 人　　竹 内 裕 二　　辰 田 拓 也

【活動報告】
　本年度のクラブテーマの「～和をもって貴しとなす～」のもと会場内バナーの配置、

白幕復活、バランスのいい 12 テーブル配置。そして各テーブルにテーブルマスターを

配置し親睦を深めました。特に委員会別指定席、新春例会干支別指定席を行い、普段

無い工夫を凝らしました。

　毎回手作りのプログラムで、例会内容、歌、食事メニューをわかりやすく示しました。

特に歌には細心の注意を払いましたが、ミスもありご迷惑をおかけしました。

　ゲストビジター等指定席名札を作り、席への案内をスムーズに行いました。

　食事数のピッタリは１回でしたがブレの少ない無駄のない注文数だったと思います。

　また、メニューには気を配り、ダブりの無いようにと共においしさを追求いたしま

した。

【委員長所感】
　S.A.A. はじめ委員会の皆さんに支えられて全ての例会でスムーズな運営が出来まし

た会員の皆様には前の方の席をしっかり埋めていただき、見栄えのいい例会場で感謝

します。

　この委員会は会長幹事他全ての委員会もよく見えてとても勉強になりました。
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９-７　プログラム委員会

委 員 長　　　青 木 良 浩

副委員長　　　山 本 貴 浩

【活動報告】
　クラブターゲット『Tomorrow's Hope,　Today's Harmony ～和をもって貴しとなす』

に沿って、年間プログラムを作成し担当例会を企画しました。

　８月 10 日の創立記念例会においては松井章悟会員に、故 石川和昌 PG のロータリー

活動でのご活躍について、創立 50 周年記念活動などを共に取り組んだ頃を振り返り実

感のこもった卓話をしていただきました。

　イニシエーションスピーチ及び年男放談では、合計 10 名の会員より個性あふれるお

話をお伺いして、会員の相互理解を和やかに深めることができました。また、地区出

向者報告では４名の会員からご報告をいただき、地区での活動について会員の皆さん

の理解を深めることができました。その他、ロータリー月間のテーマに沿った卓話・

地域で活発な活動をされている学生・起業家・スポーツ関係者の方々の卓話を企画い

たしました。

　担当例会は、次の通りです。

　・卓話例会

　　 8 月 10 日	 創立記念例会　石川和昌 PG のご活躍を振り返って　松井章悟

　　10 月　5 日	「学校における金融教育」と「社会人の学ぶ必要性について」池田勝年

　　10 月 12 日	 豊橋技科大ロボコンチーム ABU ロボコン優勝報告　佐野滋則  

	 同大学ロボコンチームメンバー

　　 2 月 29 日	 物流 2024 年問題に挑む女性起業家の新しいビジネスモデル　村井美映

　　 4 月 11 日	 心のバリアフリー～障がいを越える前向きな生き方　

	 鈴木より子・宮副幸子

　　 4 月 25 日	 プロスポーツと地域創生について　水野晃

　　 5 月　9 日	 地方都市の地域包括ケアと自治体病院の将来像　竹村司

　　 6 月 13 日	「社内の『和』を育む～企業内の親睦活動・行事について～」西島 豊・近藤 崇

　・イニシエーションスピーチ

　　12 月 14 日	 河合珠美　長坂正樹

　　 6 月　6 日	 日野恵里加　桃井直人
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　・年男放談

　　 2 月　1 日	 黒谷尚弘　寺嶋一彦　石黒　功

　　 2 月 15 日	 青木公貞　中村典司　三木隆治

　・地区出向者報告

　　 3 月 14 日	 佐藤裕彦　大塩啓太郎　柳原　茂　久保田充三

【委員長所感】
　プログラム委員長を務めた経験を通じて、例会企画案の作成からタイムテーブルへ

の織り込みという流れで準備を十分にしていく重要性を理解しました。また、クラブ

内外の多くの方々に卓話を依頼し準備する中で、お話しいただく主旨・ポイントを事

前に相互理解しておく重要性を感じました。卓話をいただいた会員の皆様に、あらた

めて感謝いたします。
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９−８　職業奉仕委員会

委 員 長　　　河 村 　 修

副委員長　　　浦 野 文 博

委　　員　　　黒 谷 尚 弘　　長 屋 孝 美　　内 山 典 弘

【活動報告】
１．第 24 回例会（2024 年 1 月 18 日）：卓話例会、終了後職場見学会

　■卓話

　　　①「職業奉仕ブランド～四つのテストで継続的改善～」

　　　　　　地区職業奉仕委員長　鬼頭秀幸氏

　　　②「日東電工の職業奉仕～みんなで築く『笑顔があふれる事業所』～」

　　　　　　日東電工株式会社豊橋事業所長　井田　太氏

　■職場見学会

　　　日東電工株式会社豊橋事業所

　卓話例会では、二人のスピーカーに卓話をお願いしました。

　一人目は本年度新たに就任された鬼頭秀幸 地区職業奉仕委員長（豊橋ゴールデン RC

所属）より地区職業奉仕委員会方針等の話を伺いました。

　二人目は井田太 日東電工株式会社豊橋事業所長より豊橋での操業 60 周年を数え、

環境経営・女性活用・障害者雇用・地域貢献等に積極的に取り組み、発展を続ける日

東電工の職業奉仕に関する考え方と実践について伺いました。

　例会終了後の職場見学会は、日東電工株式会社豊橋事業所を訪問し、最新環境対応

オフィス総合事務棟 LINCS（リンクス）、TIC（テクニカルイノベーションセンター）等

を見学しました。

２．第 25 回例会（2024 年 1 月 25 日）：クラブフォーラム

　　　テーマ：アフターコロナの職業奉仕！

　　　フォーラム主催者：近藤眞　ロータリー情報・研修委員長

　　　フォーラムリーダー：河村修　職業奉仕委員長

　　　アドバイザー：冨田佳央　会員

　　　発言者：浦野文博会員、松井大輔会員、山口耕平会員、山本貴浩会員
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　フォーラムでは、コロナ禍から 4 年、様々な事象・生活様式が変化し、職場や働き

方もリモート / リアルのハイブリッド型となる等新しい環境・雰囲気を整備し生まれ

変わりつつある中、単にコロナ前に「戻ろう」とするのではなく、コロナの先へと進め、

より良き社会の実現、取分け地球温暖化対策・SDGs を始めとする持続可能な社会に向

けた活動は待ったなしです。

　前週（1/18）の卓話例会・職場見学を受け、自社の職業奉仕活動の紹介、コロナ前

後の職場・働き方の変化、並びに一貫して変わらないもの等に関する意見・発表を通じ、

アフターコロナの職業奉仕活動を行ううえでのヒントや拠り所を再確認する場とし、

クラブテーマ～和を以て貴しとなす～即ち、各々が忌憚のない意見を出し合い、未来

を語り、明日の明るい社会を作り出していけるようなフォーラムとしました。

【委員長所感】
　職業奉仕については、冊子「超入門　職業奉仕の入口」では、「職業サービスを念頭

に相手の立場に立った職業活動を行い、相手の喜びを自分の喜びとしながら、職業人

として倫理の向上に努め、世の中に広める事」とあります。

　相手＝利害関係者（ステークホルダー）には、顧客 / 取引先 / 株主 / 従業員 / 地域

社会等があります。

　コロナ禍の数年間で大きく変わったと感じるのが、利害関係者（ステークホルダー）

が多様化した事と環境問題がクローズアップされてきた事です。

　特に、昨今の地球環境問題・脱炭素化、働き方改革・大幅な賃上げの動きは、これ

迄後回しにされがちな環境 / 従業員 / 地域社会に、企業が重きを置くようになってき

た証です。

　女性 / 高齢者 / 障害者等、多種多様な人材が能力を発揮出来る職場環境を作る事も

重要な課題の一つです。

　環境・地域貢献等、SDGs に関する課題については、ともすると本業にプラスアルファ

のボランティア活動に目が行きがちですが、日頃の企業経営の中でこれに取り組む事

が重要です。

　アフターコロナの職業奉仕として、持続可能な社会の構築という側面で、環境 / 従

業員 /地域社会に対するこれらの動きに、焦点を当ててみました。



９−２　会　計
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９−９　社会奉仕委員会

委 員 長　　　柳 原 　 茂

副委員長　　　高 橋 豊 彦

委　　員　　　松 坂 良 太　　三 浦 裕 司　　大塩啓太郎

【活動報告】
１．７月13日の例会にて、ロータリー地域社会共同隊（ＲＣＣ）として活動している

豊橋エデュケーションサークル（ＴＥＣ）代表の豊橋市立牛川小学校鈴木一真校

長に支援金を授与させていただきました。

２．９月14日「気候変動への対応～大雨時の地域防災について～」というタイトルで

豊橋技術科学大学豊田将也助教による卓話例会を開催しました。

３．９月21日「ＳＤＧｓ・17のゴールを目指して」と題してクラブフォーラムを開催

しました。

４．11月30日例会「ＲＣＣについて／ＴＥＣの報告会」では、ＴＥＣの実践活動につ

いて報告いただきました。代表の鈴木校長の挨拶に続いて、教育指導の教諭３名

から現況報告いただき、そして本郷中学校長谷部教諭より「校則改訂のプロセス

～生徒と保護者の意見を取り入れた学校創り～」というテーマで発表いただきま

した。

５．社会奉仕活動として、10月21日に豊橋ローターアクトクラブと共催で表浜海岸清

掃を実施し、11月11日の朝倉川植樹メンテナンス、４月20日の朝倉川530大会に参

加しました。11月16日例会にて朝倉川植樹メンテナンス大会と表浜海岸清掃の報

告をしました。

６．以下の支援活動を行いました。	

　　・８月３日例会にて豊橋善意銀行「市民チャリティーバザー」一品寄付協力

　　・８月10日例会にて秋田豪雨災害義捐金

　　・10月19日例会にてロータリー希望の風奨学金への支援協力の募金

　　・12月21日の年末家族会例会にて豊橋善意銀行への寄付を鍋募金

　　・１月18日例会にて能登半島地震義捐金

　　・４月11日例会にて台湾東部地震義捐金



−51−

【委員長所感】
　昨年度に引き続き、地域に出向いて社会奉仕活動を行いました。多くの会員の皆様

にご協力いただきましてありがとうございました。表浜海岸清掃については、地区の

社会奉仕委員長会議において、ロータリアン、ローターアクター、インターアクター

共同活動の先進事例として取り上げられ、豊橋ローターアクトクラブ会長の髙橋さん

と共に事業内容の発表を行いました。

　担当例会、フォーラムは、ＳＤＧｓをテーマに開催させていただきました。気候変

動や社会の変化にロータリアンとしてどの様に対応していくかを考える機会になった

と思います。

　社会奉仕委員会の年間計画組み立てに際して委員会を開催し、委員の皆様に貴重な

意見をいただきましたことに感謝致します。

　一年間ありがとうございました。



９−２　会　計
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９− 10　国際奉仕委員会

委 員 長　　　井 上 泰 宏

副委員長　　　笠 原 元 樹

委　　員　　　福 井 恒 雄　　（佐藤脩次）　　森 田 道 夫　　佐々木利政

　　　　　　　磯 村 武 司

【活動報告】
　これまで豊橋RCか継続してきました、タイ・ベンジャシリーRCとの共同事業である

「チェンライ県ラックペンディング村定住化支援活動」も本年度で25年を迎えまし

た。福井会長をはじめ12名の皆様にご参加いただき、クラブテーマ「和をもって貴し

となす」の志のもと姉妹クラブのタイ・ベンジャシリーRC例会への参加、姉妹締結調

印式、教育支援金贈呈、など交流を深めてまいりました。また、この活動に支持いた

だくプラティープ博士とラックペンディング村周辺地域の学校には、地区補助金活用

した刺繍ミシンの贈呈やクラブ事業費より捻出した野菜自動給水システムの設置活用

方法など確認してまいりました。当初と比べれば、インフラや生活環境は格段に改善

されていますが、教育環境や子供たちが安心して自立できるまでには、まだまだ継続

していく必要性を感じました。

　12月７日の例会には「ラックペンディング村支援報告会」を開催し子供たちの作品

の即売やパワーポイントを使ったベンジャシリーRCの例会風景、ラックペンディング

村での活動状況を報告いたしました。

　３月７日の卓話例会には地区国際奉仕委副委員長の鈴木拓将様をお迎えし「人道的

国際奉仕について」と題し、尊厳、安全を尊重し、新しいアイデアやプログラムを計

画し行動することの必要性を学び、３月28日のクラブフォーラムでは「どうなる産業

構造・多文化の必要性」と題し、第一次産業、第二次産業、第三次産業別に、４名の

発言者による多文化との「共存共栄」だったり「共尊共栄」「共感共栄」と共に栄え

ることの必要性を語っていただきました。

　５月25日より５日間の日程にてシンガポールにて国際大会が開催され福井会長以下

３名で行くことが出来、地区ガバナーナイトや大会本会議などに参加することで更な

る意識改革への一助になり、６月13日にはタイ・ベンジャシリ―RC会長とご家族が来

日され、例会出席、懇親会を開催し姉妹ロータリーとして相互の必要性や絆を深める

ことが出来ました。

【委員長所感】
　委員長を拝命し、今回初めてラックペンディング村を訪れ、過去の諸先輩方々の事

業の痕跡をこの目で確認してまいりました。そこで事業を初めた頃の困難や、事業に

かける思いを耳にし、目にし、熱き思いを感じました。また、この事業の素晴しさと

豊橋RCと姉妹クラブであるベンジャシリーRCとの友好関係であることの必要性を身を

もって感じることが出来ました。

事業を始めるにあたり、委員会の役割やタイ訪問、支援金などクラブの皆様には多大

なるご協力を頂き感謝の念に尽きます。ありがとうございました。
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９− 11　青少年奉仕委員会

委 員 長　　　山 口 耕 平

副委員長　　　長屋麻衣子　　宮 本 順 子

委　　員　　　吉 見 本 弘　　山 口 　 進

【活動報告】
　本年度の例会およびクラブフォーラムでは「多様性の時代における青少年の育成」

をテーマに掲げ実施させていただきました。多様性とは「ある集団の中にある特徴・

特性を持つ人が共に存在する」社会であり、国籍や人種、性別、年齢、価値観、学歴、

性格、障がいの有る無し、職歴や経験など、とても幅広い分野で使われています。現

在の私たちを取り巻く社会や生活環境は、多様性が求められる時代と考えています。

　５月 16 日の例会は、「障がい者スポーツの可能性」と題し日本福祉大学の荒賀博志

先生に卓話をしていただきました。障害を持った人と健常者が、スポーツ競技を一緒

にやりながら、お互いを理解・協力して楽しめることができます。スポーツは、年齢

や性別、障がいの有無に関係なくできるため相乗効果にもつながることを学ばせてい

ただきました。

　５月 23 日のクラブフォーラムは、「多様性が求められる時代の青少年育成」をテー

マに開催させていただきました。家庭では親の教育方針や家庭環境により子供は育ち

ます。各家庭により方針が違う中で子育てを行い、次代を担う青少年を育成する時代

になりました。また、公共施設も設計段階から工夫がされ生活環境も変化しているこ

とが理解できた例会となりました。

　２回の例会を通して、多様化する青少年の育成方法について学びを深めることがで

きました。

【委員長所感】
　年後開始後は、豊橋インターアクトクラブ、豊橋ローターアクトクラブの活動に参

加し、フォローアップさせて頂きました。

　青少年奉仕委員会が担当する例会とクラブフォーラムでは、時代とともに変化する

多様性をテーマに企画し、青少年の育成方法を学ぶことが出来たと思っております。

　本年度、多くの会員の皆様からご指導をいただき、青少年奉仕委員長を務めること

ができ誠にありがとうございました。



９−２　会　計
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９− 11- １　インターアクト委員会

委 員 長　　　長屋麻衣子

副委員長　　　中 根 研 一

委　　員　　　長 濱 貴 彦　　柴 田 宏 巳

【活動報告】
１．2023年７月７日（金）

豊橋商業高校の間瀬校長・石野顧問と、ロータリアンとの懇親会を「みなと」に

て行いました。

２．2023年７月17日（月）

第2760地区インターアクトクラブ年次大会に参加しました。（豊川高校にて）

３．2023年７月21日（金）

インターアクトクラブ新入生の歓迎会を兼ねて、テーブルマナー講習会をホテル

アークリッシュ豊橋にて開催しました。

４．2023年８月８日（火）

豊川商業高校・豊川高校・桜が丘高校インターアクトクラブの３校合同行事を、

豊橋調理製菓専門学校にて開催しました。今年は豊橋商業高校がホストクラブ

（主催校）であった為、企画から参加しました。㈱イトコーさんによる、ＳＤＧ

ｓカードゲームを体験し、環境問題について勉強しました。鈴木会員のご協力の

もと、手作りカレーも皆で美味しく堪能しました。

５．2023年８月25日（木）

インターアクトアワー例会にて、インターアクターに年間活動報告をしてもらい

ました。

６．2024年２月８日（木）

インターアクト卒業生を送る会（例会）にて、インターアクターの卒業をお祝い

しました。卒業生一人ひとりから、インターアクトクラブの思い出や学んだこ

と、今後の進路などを発表してもらい、ロータリアンとの交流も深めました。

７．2024年３月30日（土）

RYLAセミナーに参加しました。（豊田市福祉センターにて）精霊高校演劇部の基

調講演を通じて「己を知り・夢を語ろう」というテーマで交流しました。

【委員長所感】
　豊橋ロータリークラブに入会して、初めて委員長として活動した一年でした。分か

らないことも多く、ご迷惑をおかけしたことも多々あったと思いますが、諸先輩方に

教えて頂きながら何とか務めることができました。ありがとうございました。豊橋商

業高校のインターアクター達との活動を通じて、今の若者の考え方や行動力など、刺

激の多い一年でした。ここで学んだことを、自身のこれからの活動に生かしていこう

と思います。ありがとうございました。
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９−２　会　計９− 11- ２　ローターアクト委員会

委 員 長　　　宮 本 順 子

副委員長　　　疋 田 　 涼

委　　員　　　髙 須 博 久　　（後藤欣也）

【活動報告】
今年度の活動計画として、下記の４点を掲げておりました。

①　ＲＡＣの会員増強に協力します。

今年度は入会チラシを作製し、若手社員の多いロータリー会員企業を中心に入会

のお願いを行ったところ、４名の勧誘に成功しました。その他、ＨＰなどでＰＲ

活動を行った結果、当初６名→１３名に増強され、目標としていた会員数二桁を

達成することができました。

②　ＲＡＣ会員とロータリアンの交流を図ります。

表浜海岸清掃、赤羽根海岸清掃、ラグーナＢＢＱ、山の家合宿などの行事を行い、

他クラブを含め多くのＲＡＣ会員とロータリアンに参加いただき交流することが

できました。

③　ＲＡＣの例会・活動に積極的に参加します。

ＲＡＣ例会の参加がメーキャップ対象となることをＰＲし、ロータリアンの出席

を促しました。例会ではグループワークに参加するなど積極的な活動を行いまし

た。

④　ＲＡＣの運営が円滑に行えるよう支援と助言を行います。

ＲＡＣの例会参加時に講評やアドバイスを行いました。また５０周年記念行事に

向けてプログラム作成、補助金申請などの助言をしました。

【委員長所感】
　豊橋ロータリークラブ入会３年目でローターアクトクラブ委員長という大役を拝命

し、右も左もわからない状態でしたが諸先輩の温かい助言やサポートをいただき、活

動を盛り上げることができました。

　世代を超えたＲＡＣ会員との交流は、新鮮で多くの気づきがあり、充実した一年間

でした。

　多くのロータリアンが若手社員の入会を検討するだけでなく、行事に参加していた

だき、活気を取り戻すことができました。

　皆様のご協力に感謝申し上げます。ありがとうございました。
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９− 12　ロータリー財団委員会

委 員 長　　　池 田 　 至

副委員長　　　渡 部 茂 久

委　　員　　　富 田 佳 央　　三 木 隆 治

【活動報告】
１．11 月のロータリー財団月間に、地区補助金委員会委員長（名古屋名東ロータリー

クラブ所属）の藤田直子様より「財団をクラブ活性化に」と題し、卓話をいただ

きました。どのように財団が役立っているかをわかりやすく解説いただき、ロー

タリー財団に対して理解を深めていただけたと思います。

２．会員の皆様のご協力をいただき、財団への寄付目標額を達成することができました。

（内訳）

＜年次基金　　17,488.07 ドル＞

　　・理事・役員・委員長	 25 名	 3,750 ドル

　　・年次基金（1,000 ドル寄付）	 3 名	 3,000 ドル

　　・会員年次寄付		  9,968 ドル

　　・新会員年次基金	 4 名	 600 ドル

　　・クラブ寄付		  170.07 ドル

＜ポリオプラス基金　　3,862.99 ドル＞

　　・新会員ポリオプラス基金	 4 名	 120 ドル

　　・会員ポリオプラス基金		  3,742.99 ドル

＜恒久基金　　1,000 ドル＞

　　・恒久基金（1,000 ドル寄付）	 1 名	 1,000 ドル

●ポール・ハリス・フェロー	 3 名	（一人 1,000 ドル。年次基金参照）

　　井上泰宏　　後藤欣也　　柳原　茂　　

●新マルチプル・ポール・ハリス・フェロー	7 名　

　　伊藤晴康　　井口貴嗣　　深見博士　　久保田充三　　荒島一実

　　内山典弘　　長濱貴彦

●ベネファクター	 1 名	（一人 1,000 ドル。恒久基金参照）

　　牧野　渉

【委員長所感】
　財団は、ロータリー活動のエンジンともいえるものであり、財団の資金的な充実が

不可欠ということで、会員の皆様に財団への寄付をお願いしてまいりました。ポール・

ハリス・フェロー、ベネファクターにご協力いただいた４名の皆様には円安の只中で

ご負担をおかけいたしました。また、多くの方にポリオプラスソサイエティにご登録

いただきありがたく存じます。１年間、ありがとうございました。
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９−２　会　計９− 13　米山奨学委員会

委 員 長　　　井 川 和 英

副委員長　　　(竹内清人 )

委　　員　　　河 合 勝 男 　　牧 野 　 渉 　　

【活動報告】
１．10 月 19 日に「米山奨学生の立場から」と言うタイトルで例会を担当しました。

　豊橋ＲＣはこれまで多くの奨学生を支援してきました。しかしながら、他クラブで

の奨学生の活動内容や卒業後の進路、そして母国と日本との関係性についてどのよう

に関わっているかなどあまり触れたことが無いように思います。

　今回は、米山奨学事業に継続的に関わっていく重要性などを高木優州（たかぎまさ

くに）地区副委員長から、わかり易くしっかり話しをしていただいた後に韓国出身の

馬禎珠（マ・ジョンジュ）さんに地区米山奨学生を卒業後、日本に就職し学友として

活動されている中から得られたこと、また今後のビジョンなどについて他クラブの学

友としての体験を熱く語っていただきました。

２．４名の方に特別寄付金をいただきました。

【委員長所感】
　米山奨学金制度は、日本に留学している外国人留学生にとって有効かつ内容の濃い

ものであり、継続的に進めていくものであることの認識を持っていただく良い機会で

あったと思います。

　ＲＩテーマ　世界に希望を生み出そう　地区方針「培おうプライド、育もうブラン

ドそして未来へ！！」　クラブターゲット「～和をもって貴しとなす～　」のもと米山

記念奨学事業が私たちロータリアンにとって和・話・輪を大切に、さらにこれからを

考えるものとなればと思います。
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10　松本南ＲＣ・豊橋ＲＣ交歓の歴史

開    催
年 月 日

豊 橋 Ｒ Ｃ 松 本 南 Ｒ Ｃ
懇  親  会 親睦ゴルフ会 そ の 他

会　　長 担 当 者 会　　長 担当委員長

87年
5月26、27日

青 木 德 生 高 沢  隆 赤 羽 正 久 坂 井 知 彦 東 急 イ ン 穂 高 カ ン ト リ ー 安曇野を観光

88年
2月25、26日

石 川 孝 司 高 沢  隆 平 林 重 吾 花 岡 和 雄 ら く 楽 東 海 カ ン ト リ ー
豊橋クラブのフォーラムに出席

一部の人は観光

89年
5月15、16日

福 井 恒 雄 高 沢  隆 古 池  汎 赤 羽 正 久 あづみ野クラブハウス あづみ野カントリー
松本南クラブの例会に出席

一部の人は観光

89年
11月9、10日

内 山  卯 高 沢  隆 小野猛之進 平 林 重 吾 伊良湖ガーデンホテル
伊良湖シーサイド
ゴ ル フ ク ラ ブ

豊橋クラブの例会に出席

一部の人は観光

90年
10月27、28日

森  澄 石 川 孝 司 前 田 恒 雄 古 池  汎 穂高ビューホテル あづみ野カントリー 　

91年
11月19、20日

伊藤松太郎 石 川 孝 司 矢ヶ崎啓一郎 小野猛之進 平 野 屋 東 海 カ ン ト リ ー 　

92年
9月27、28日

石原吉三郎 石 川 孝 司 百 瀬 了 介 前 田 恒 雄 東 急 イ ン あづみ野豊科カントリー
2600地区大会に出席、

花岡和雄ガバナーになる

94年
3月3、4日

神 野 紀 郎 石 川 孝 司 高 見 二 郎 矢ヶ崎啓一郎 豊橋グランドホテル
キ ャ ッ ス ル ヒ ル
カ ン ト リ ー

　

95年
9月12、13日

三浦多久二 福 井 恒 雄 小 林  宏 百 瀬 了 介 東 急 イ ン 穂 高 カ ン ト リ ー 　

96年
3月23、24日

佐 野  清 福 井 恒 雄 中 島 清 好 高 見 二 郎
豊橋グランドホテル
伊良湖ガーデンホテル

伊良湖シーサイド
ゴ ル フ ク ラ ブ

松本南ＲＣ歓迎例会

伊良湖にて地曳網とバーベキュー

96年
10月21、22日

松井英治郎 福 井 恒 雄 石 井 勇 二 小 林  宏 旅 館 す ぎ も と 松本浅間カントリー 　

97年
9月6、7日

磯 村 直 英 福 井 恒 雄 中 村 道 紀 中 島 清 好 豊橋グランドホテル
キ ャ ッ ス ル ヒ ル
カ ン ト リ ー

炎の祭典参加

98年
9月20、21日

佐 藤 脩 次 神 野 紀 郎 市 川 博 淳 石 井 勇 二 明 神 館 松 本 カ ン ト リ ー 美ヶ原、安曇野を観光

99年 松 井 章 悟 神 野 紀 郎 中 村 欽 哉 　 お　　　　休　　　　み

00年
8月10日

神 野 義 郎 神 野 紀 郎 金 井 清 志 市 川 博 淳 式典　ライフポート 祝賀会　豊橋グランドホテル

01年
4月7日

　 　 　 　 式典　松本東急イン 懇親会　松本東急イン

01年
11月10、11日

大 島 照 夫 神 野 紀 郎 鈴 木  裕 中 村 欽 哉 伊良湖ガーデンホテル
伊良湖シーサイド
ゴ ル フ ク ラ ブ

伊勢神宮

おかげ横丁を観光

02年
10月12、13日

青 木 公 貞 神 野 紀 郎 的 場 文 造 金 井 清 志 ホ テ ル 翔 峰 松本浅間カントリー 上高地

04年
4月24、25日

長 屋 孝 美 神 野 紀 郎 横 沢 徳 人 花 岡 武 男 豊橋グランドホテル ナ　　シ 浜名湖花博

04年
10月30、31日

中 西 芳 夫 神 野 紀 郎 花 岡 武 男 的 場 文 造 ウ エ ス ト ン 浅 間 穂 高 カ ン ト リ ー 馬籠宿・高瀬川テプコ館

05年
9月17日

上 村 健 介 長 屋 孝 美 圡橋伊久雄 横 沢 徳 人 ロ ー タ リ ー 館 ― 愛・地球博

06年
10月14、15日

黒 谷 尚 弘 中 西 芳 夫 小笠原隆元 花 岡 武 男 ホテルブエナビスタ 松 本 カ ン ト リ ー 別所温泉

07年
11月10、11日

石 川 百 代 上 村 健 介 飯 島 和 彦 圡橋伊久雄
ホ テ ル
シーパレスリゾート

三 河 カ ン ト リ ー 三河湾クルーズ

08年
10月4、5日

花 田 邦 司
高 須 博 久

(幹事)
池 上 博 久

花 岡  徹
(幹事)

松 本 カ ン ト リ ー 松 本 カ ン ト リ ー なし

09年
10月3、4日

竹 内 清 人
柴 田 宏 巳

(幹事)
縣  正 長 圡橋伊久雄

明智ゴルフ倶楽部
ひるかわゴルフ場

明智ゴルフ倶楽部
ひるかわゴルフ場

なし

10年
10月2日

村井總一郎
佐々木利政

(幹事)
竹 内 永 浩 圡橋伊久雄 春日井カントリー 春日井カントリー

豊橋ＲＣ創立60周年

松本南ＲＣ創立50周年
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開    催
年 月 日

豊 橋 Ｒ Ｃ 松 本 南 Ｒ Ｃ
懇  親  会 親睦ゴルフ会 そ の 他

会　　長 担 当 者 会　　長 担当委員長

11年
10月2日

宮 田 正 人
髙 山 景 一

(幹事)
倉 科 晶 夫 縣  正 長

中京ゴルフ倶楽部
石 野 コ ー ス

12年
10月2日

石 黒 　 功
縣 　 政 行

(幹事)
藤 野 優 二 竹 内 永 浩 松本浅間カントリークラブ

13年
9月29日

高 須 博 久
松 坂 良 太

(幹事)
甕 　 奉 邦 長 崎 昭 夫 東建塩河カントリークラブ

14年
9月28日

冨 田 佳 央
池 田 　 至

(幹事)
小岩井　高 藤 野 優 二 豊科カントリークラブ

15年
9月13日

牧 野 　 渉
紅 林 友 昭
（幹事）

茅野芽九六 山 口 尚 徳 浜名湖カントリークラブ 9/12 炎の祭典

16年
9月24、25日

佐々木利政 山 本 光 伸 荒 井 健 治 久根下　斉 穂 高 Ｃ Ｃ

17年
9月9、10日

鈴 木 良 昌 福 井 　 敬 林 　 清 平 新 保 裕 介 藤 岡 Ｃ Ｃ

18年
9月16日

髙 山 景 一 川 村 荒 治 花 岡 　 徹 荒 井 健 治 穂 高 Ｃ Ｃ

19年 縣 　 政 行 石 川 昌 義 原 　 昌 伸 林 　 清 平 中　　　止

20年 権 田 隆 実 近 藤 　 眞 赤 羽 正 康 花 岡 　 徹 中　　　止

21年 松 坂 良 太 佐 藤 裕 彦 山 口 尚 徳 原 　 昌 伸 中　　　止

22年 池 田 　 至 三 浦 裕 司 小 林 磨 史 赤 羽 正 康
ユーグリーン中津川
ゴ ル フ 倶 楽 部

23年 福 井 　 敬 伊 藤 晴 康 野 本 喜 永 山 口 尚 徳 松 本 浅 間 Ｃ Ｃ
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11　タイ国との事業・活動の歴史

年　度 期　　間 会　長 国際奉仕委員長

1998 − 99 1999.3.8 − 3.13 佐 藤 脩 次 森 田 通 夫

1999 − 00 2000.3.23 − 3.26 松 井 章 悟 石 黒　 功

2000 − 01 2001.2.8 − 2.12 神 野 義 郎 髙 須 博 久

2001 − 02 2002.2.14 − 2.18 大 島 照 夫 権 田 隆 実

2002 − 03 2003.2.6 − 2.10 青 木 公 貞 石 川 百 代

2003 − 04 2003.11.13 − 11.17 長 屋 孝 美 佐々木利政

2004 − 05 2004.11.18 − 11.22 中 西 芳 夫 高 橋 譲 二

2005 − 06 2005.11.18 − 11.22 上 村 健 介 牧 野　 渉

2006 − 07 2006.11.8 − 11.12 黒 谷 尚 弘 伊藤喜代志

2007 − 08 2007.11.15 − 11.19 石 川 百 代 福 井　 敬

2008 − 09 2008.11.13 − 11.17 花 田 邦 司 鈴 木 明 雄

2009 − 10 2009.11.19 − 11.23 竹 内 清 人 水 藤 之 資

2010 − 11

バンコク　ベンジャシリＲＣと姉妹友好クラブ調印

【調印式】 2010.11.12　　　バンコクにて

2010.11.11 − 11.15 村井總一郎 松 井 孝 悦

2011 − 12 2011.11.9 − 11.14 宮 田 正 人 岡 田 直 樹

2012 − 13 2012.11.8 − 11.12 石 黒　 功 兼 子 直 久

2013 − 14 2013.11.7 − 11.11 髙 須 博 久 佐 藤 裕 彦

2014 − 15 2014.11.6 − 11.10 冨 田 佳 央 石 川 昌 義

2015 − 16 2015.11.5 − 11.9 牧 野　 渉 中 村 典 司

2016 − 17 2016.11.10 − 11.14 佐々木利政 大塩啓太郎

2017 − 18 2017.11.9 − 11.13 鈴 木 良 昌 三 浦 裕 司

2018 − 19 2018.11.15 − 19 髙 山 景 一 浅 倉 伸 治

2019 − 20 2019.11.14 − 18 縣　 政 行 井 口 貴 嗣

2020 − 21 新型コロナウイルス流行のため渡航中止 権 田 隆 実 岩 瀬　 清

2021 − 22 新型コロナウイルス流行のため渡航中止 松 坂 良 太 小 林 大 悟

2022 − 23 2022.11.24 − 28 池 田　 至 伊 藤 健 一

2023 − 24 2023.11.16 − 20 福 井　　 敬 井 上 泰 宏
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１　国際ロータリー 2013-2014 年度 ＲＩテーマ12　趣味の会報告

１２－１　親睦ゴルフ会

　2023 年７月１日～ 2024 年６月３０日までの活動状況は下記の通りです。

＊グランドシニア・シニアの部は３名以上出席の場合のみ２つの賞が用意してあります。

＊各部門で参加者が２名以下の場合は下部部門を吸収いたします。

○　９月17日(日)、松本南ＲＣとの交流ゴルフコンペが松本南ＲＣが幹事クラブとなり松本浅間カントリー

クラブにて開催され、豊橋ＲＣから 21 名、松本南 RC から 13 名の合計 34 名の参加で開催され、（長坂

正樹会員）が優勝、佐々木利政会員が準優勝となりました。

〇　10月27日(金)髙山景一会員が委員長を務める地区ロータリー財団委員会主催のポリオ根絶チャリティ

ゴルフコンペ2023が豊田カントリークラブにて117名の参加で開催され、当クラブから佐々木利政会員、

岩瀬　清会員、井上泰宏会員の３名が参加しました。

○　2024 年４月８日（月）東三河分区親睦ゴルフ大会が東海カントリークラブ . に於いて豊川ＲＣの ホス

トにより、竹内幹尚ガバナー補佐のもと118名の参加で開催されました。豊橋ＲＣからは14名が参加し、

グランドシニアの部で宮田正人会員が７位、シニアの部で佐々木利政会員が第４位、一般の部で（長坂

正樹）会員が８位に、団体戦では５位となるなど多くの賞に恵まれました。

○　会計報告（単位　円）

＜収 入＞ ＜支 出＞

年会費　37 名 35+2 725,000 賞品代　６回 537,000

利　息 7 懇親会補助 12,800

前年度繰越金 430,404 松本南 クラブ外補助 91,000

松本南諸費用残 0 総会（みなと）不足分充当 31,000

雑 費（記念品など） 7,347

合　計 1,155,411 合　計 679,147

本年度決算額 679,147 残　高 476,264

次年度繰越金 476,264

○　受益者負担金　2,000 円を当日会費としていただいております。

　　尚、ゴルフ会当日消費いたしますので、計上しておりません。

○　最終ゴルフ会後にみなとにて総会を行っております。

回 開 催 日 場　所
グランドシニアの部
優勝 (70 歳以上）

シニアの部
優勝　(60 歳以上）

一般の部　優勝

第１回 2023 年９月 17 日 ( 日 )
（松本南ＲＣ交流ゴルフ会と併用）

松本浅間
C.C.

優勝　岩瀬　清　　準優勝　佐々木利政
（合同開催）

優　勝　山本勘司
準優勝　笠原元樹

第２回 2023 年 10 月 29 日 ( 日 ) 東海C.C.
優勝　佐々木利政　　準優勝　井上泰宏

（合同開催）
優　勝　小林敏博
準優勝　長坂正樹

第３回 2023 年 12 月 16 日 ( 土 ) 東海C.C.
優　勝　権田隆実
準優勝　渡部茂久

優勝　佐々木利政
準優勝　井上泰宏

優　勝　桃井直人
準優勝　近藤　崇

第４回 2024 年４月８日 (月 )
（東三河分区ゴルフ大会と併用）

東海C.C.
優　勝　宮田正人　　準優勝　井上泰宏

（合同開催）
優　勝　長坂正樹
準優勝　近藤　崇

第５回 2024 年５月 18 日 ( 土 ) 三河C.C.
優　勝　渡部茂久
準優勝　宮田正人

優　勝　山本勘司　　準優勝　近藤　崇
（合同開催）

第６回 2024 年６月 15 日 ( 土 ) 東海C.C.
優　勝　福井　敬　　準優勝　井上泰宏

（合同開催）
優　勝　笠原元樹
準優勝　伊藤健一
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１２－２　豊橋ＲＣ囲碁同好会

　伝統ある、囲碁同好会も会員が少なくなってしまい、休会状態でありました。

１２－３　テニス同好会

　本年、練習会を決行予定致しましたが、場所等が決まらず、活動が行えませんでした。

　若い会員を中心に、活動可能な方法を次年度は具体的に実現したいと思います。

１２－４　釣り同好会（豊橋５ロータリークラブ合同「釣り天狗クラブ」）

　釣り同好会は市内 5ロータリークラブの釣り好きが集まり活動をしています。

　年会費は無く、例会案内は毎回各クラブの事務局経由でお知らせします。

１．会員の情況

　　会員数 20 名程度（ロータリー会員・ご家族・ご友人含む）

２．例会の実施状況

　　シーズン中は月一回程度の例会を実施しています。

　　ＬＩＮＥによる釣り情報の交換をしています。

　　第１回例会　令和５年 ８月 ６日　アジ五目・タチウオ釣り　遠州灘 新居　隆栄丸

　　第２回例会　令和５年 ９月 17 日　田原ハゼ釣り後てんぷら懇親会（みなと）

　　第３回例会　令和５年 10 月 29 日　タチウオ・カサゴ釣り　伊良湖水道　明光丸

　　第４回例会　令和５年 11 月 12 日　菅島ヒラメ・青物釣り　秀進丸

    第５回例会　令和５年 12 月 ９日　菅島ヒラメ・青物釣り　秀進丸

    第６回例会　令和５年 12 月 12 日　忘年会（みなと）

    第７回例会　令和６年 ５月 ４日　メバル釣り　菅島周辺　伊良湖　秀進丸

    有志にて　　令和６年 ５月 18 日　オニカサゴ釣り　伊良湖　秀進丸

    第８回例会　令和６年 ６月 １日　アマダイ・アジイサキ五目釣り　遠州灘　隆栄丸

１２－５　家庭菜園クラブ

例会：令和６年６月 30 日

内容：玉ねぎの収穫、

　　　Oasis farm 視察

場所：豊橋市小島町

参加：22 名
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１２－６　雪だるまの会

　①「幹事会」令和５年９月 30 日

　　 開催場所：朧月

　　 内　　容：幹事打ち合わせ

　②「ユナイテッドスノーツアー」令和６年１月 20 ～ 21 日

　　 開催場所：志賀高原（湯田中温泉 泊）

　　 内　　容：スキーツアー

　　 参加人数：豊橋ＲＣ・田原ＲＣ・豊橋東ＲＣ・ＧＲＣ

　　 　　　　　会員・ご家族　　17 名

　③「雪だるまの会」令和５年２月３～４日

　　 開催場所：奥美濃のゲレンデ　２カ所（飛騨高山 泊）

　　 内　　容：スキーツアー

　　 参加人数　豊橋ＲＣ 関係４名

１２－７　魚おろし教室

　温暖化の影響もあり、昔のように伊良湖港の魚を調達できず残念でした。


